
【結果】

　(A)では、中心部に比べて周辺部の方で、採取する場所によって脂肪酸の量が大きく変
わりました。(B)では、胎児側では脂肪酸の前駆物質が多く、母親側では前駆物質が代謝
されてできた脂肪酸の最終生成物が多く存在していました。

【調査項目】
　宮城県在住の妊娠女性から24個の胎盤を得ました。そのうち5個の胎盤では母親側の周
辺部と中心部から6か所ずつ(A)、他の19個では胎盤の胎児側と母親側から(B)組織の一部
を採取しました。採取した組織から脂肪酸を抽出し、その組成の違いを調べました。

　脂肪酸の組成は、胎盤の摂取部位によって不均一性があることが分かりました。
よって、胎盤組織を脂肪酸状態の判定に使用するには、組織の採取場所を定める基準を
作る必要性があることが示されました。
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Written by Yukiko Tando

　妊娠中に母体から胎盤を通して胎児に供給される脂肪酸は、胎児の発達に重要な役割
を果たしています。胎盤は身体を傷つけずに得られるため、胎盤組織を使って妊婦や新
生児の脂肪酸状態を把握する試みが検討されています。しかし、胎盤組織の採取方法は
十分に検討されていません。そこで本研究では、胎盤組織の採集に適切な方法を検証し
ました。
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